
～ 現在に至る 氏名 西脇二一

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

国際数理地質学会 情報地質学会 日本地質学会 日本古生物学会 情報知識学会 リ
モートセンシング学会 国際堆積学会 堆積地質学会 国際花粉学会 土木学会 応用
地質学会 地盤工学会 古生物学会

赤坂石灰岩の地質と古生物 砂岩の化学組成と構造場の関係 堆積岩分類体系の改訂
人工衛星データによる地形・地質の判読

昭和52年9月京都大学大学院理学研究科博士課程地質学鉱物学専攻修了

京都大学理学博士

情報地質学

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

1988年奈良大学在職期間

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

日本学術会議地質学県連委員（～平成16年9月）、情報地質学会評議員（任期中）,情報知識学会
理事（任期中）、金生山化石館運営委員（任期中）



①

②

① 人工衛星データに
よる地形解析事例

共著

② Review and
revision of
systematics in
sedimentary
petrology with
reference to
statistical and
mathematical
analyses of
sedimentary
data.

単著

③ 在日本脊椎動物化
石標本データベー
スJAFOVのWebサー
ビス

共著

④ 学術雑誌電子化支
援システムとして
のJ-STAGE SGML編
集ツール

共著

堆積岩岩石学体系を改訂す
るにあたって必要な堆積学
データの数理解析手法を紹
介し、その重要性を論じ
た。

脊椎動物化石データベース
JAFOVを拡張してWeb上で利
用できるようにしたので、
そのシステムと利用事例を
報告した。

電子ジャーナルJ-STAGEに搭
載するために必要なSGML
データを作成するための入
力支援システムについて、
その機能・特徴について記
述し、今後の発展性を論じ
た。

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

地球観測衛星LANDSATデータ
を用いて地形・地質を判別
するシステムをパソコン上
で構築し、近畿地方の都市
化、奈良市周辺の土地低く
分類、京都盆地の条坊、お
よび有明海のかいっゆパ
ターンの抽出に関する研究
事例を報告した。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

2002年12月

2002年3月

2002年9月

2002年9月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

奈良大学総合研究所報
no.10, pp.81-92

Terra Nostra, no. 03
(Proceedings of the 8th
Annual Conference of the
International
Association for
Mathematical Geology,
Berlin, Germany) , pp.
367-371

情報地質 Vol. 13, No. 3,
pp. 175-178

情報知識学会誌vol. 12,
no. 2, pp. 71-79



⑤ Review of
Systematics in
Sedimentary
Petrology from
Statistical and
Mathematical
View Points

単著

⑥ Revision of
Systematics in
Sedimentary
Petrology

単著

⑦ 人工衛星データに
よる地形解析事例
その２

共著

①

②

③

統計・数理的視点から見た
堆積岩岩石学体系の改訂の
問題点を論じた。

堆積岩岩石学体系を改訂す
るにあたって検討すべき事
項を整理し、これまで見過
ごされてきた地球倫理学的
視点の重要性を論じた。

地球観測衛星LANDSATおよび
ERSのデータを用いて、両
データによる解析結果の比
較、近畿地方の大地形区
分、奈良ー大阪地域の土地
被服分類、および北アルプ
ス燕岳周辺の地形区分に関
する研究事例を報告した。

（その他）

2003年8月 Proc. IAMG 2003
Portsmouth CD-ROM Sec.
12, pp. n01-n05

2003年10月 Proc. Mining Pribram
Symposium 2003 Sec.
Geoethics, pp. GA01-GA05

奈良大学総合研究所報 no.
12, pp. 119-132

2004年3月


